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平成２５年度教育者表彰(文部科学大臣表彰)について

平成２５年度教育者表彰(文部科学大臣表彰)について、別紙のとおり報告します。

平成２５年１２月２０日

鳥取県教育委員会教育長 横 濵 純 一



別紙
平成２５年度教育者表彰（文部科学大臣表彰）について

高 等 学 校 課
小 中 学 校 課
特別支援教育課

１ 表彰の趣旨
学校教育の振興に関し、特に功績顕著な教育者の功労をたたえ、これを文部科学大臣が

表彰するもの。

２ 被表彰者
鳥 取 県 立 鳥 取 聾 学 校 長 後藤 裕明
鳥取県立鳥取西高等学校長 坂口 祐二
鳥 取 市 立 湖 東 中 学 校 長 山下 敬史

３ 表彰式
期 日 平成２５年１１月２７日（水）
場 所 文部科学省 ３階講堂 （東京都千代田区霞が関３－２－２）

４ 功績概要等
ふ り が な

後 藤 裕 明 ６０歳氏 名 年 齢
ご とう ひろ あき

職 名 鳥取県立鳥取聾学校長
平成２２年４月から鳥取県立鳥取聾学校長に就任し、教職員・保護者･関

係機関･団体等から広く意見を求め、聴覚障がいの幼児・児童・生徒一人一
人の教育的ニーズに対応した適切な教育が行えるよう、就学指導、環境整備
に力を注いだ。

主な功績 また、全児童・生徒のキャリア発達を促すため、幼稚部から高等部の垣
根を取り除き、学習指導の充実をめざした研究組織を立ち上げた。自立活
動で身につけた力を校外学習で発揮できるカリキュラムを全学部で展開す
るなど、自立活動や校外学習の充実を図った。
個性の伸長にも力を注ぎ、部活動の充実、各種コンクール等への積極的

な参加を促し、自信を持ち、目標に向かって前向きに努力しようとする幼
児・児童･生徒を育成している。
本県教育において、リーダーシップを遺憾なく発揮し、聾教育のみなら

ず特別支援教育の発展に貢献している。

ふ り が な
坂 口 祐 二 ５９歳氏 名 年 齢
さか ぐち ゆう じ

職 名 鳥取県立鳥取西高等学校長
平成２０年４月から４年間、鳥取県立鳥取東高等学校長として、学校創立

時の理念に対する深い理解をもちつつ、新しい時代の要請に応えるべく、心
豊かで創造性のある人間の育成のために全職員とともに教育活動の充実に全
力を傾注した。また、理数科教育の充実と発展のために、スーパーサイエン

主な功績 スハイスクール事業の継続とその充実に力を尽くした。
平成２４年４月からは、鳥取県立鳥取西高等学校長として、優れた教育的

識見と卓越した指導力をもって学校経営にあたっている。様々な課題を有す
、 、る大規模普通科高校の運営において 目指すべき学校像を明らかにしながら

とりわけ授業改革のために東京大学（大学発教育支援コンソーシアム推進機
構）や静岡大学情報学部との連携による最新の学習理論に基づいた授業改革
の研修・実践の取組を推進している。

ふ り が な
山 下 敬 史 ５９歳氏 名 年 齢
やま した ひろ ちか

職 名 鳥取市立湖東中学校長
平成１７年４月から４年間、鳥取市立高草中学校長として、道徳教育を基

調として心を養う教育を推進する学校経営を行い、自らの描く教育目標の実
現に向けて邁進した。また、鳥取市のいじめ防止教育推進委員会委員長とし
て「いじめ防止教育プログラム」を平成１９年１１月に策定する等、その指
導力を広く発揮した。

主な功績 平成２３年４月からは、県内でも屈指の大規模校である鳥取市立湖東中学
校長として、これまでの豊富な経験と卓越した指導力・実践力を生かした学
校経営にあたり、特に学校と地域が一体となって生徒を育む教育環境整備づ
くりに大きな成果を挙げている。
また、平成２３年度には、鳥取県中学校長会長に就任し、県内の中学校長

をよくまとめ、全県的な視野に立って、将来を展望した中学校教育のあるべ
き姿を追求した。


